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要旨 . 南大東島からスジイリコカマキリ Statilia 
nemoralis (Saussure, 1870) を初めて記録した . 今
回の調査で得られた標本は成虫 1 個体のみであ
り , ほかの発生段階の個体は確認できていない . 
したがって , 南大東島にスジイリコカマキリが
定着しているのか , あるいは今回の成虫が遇産
に過ぎないのかは不明である .

はじめに

沖縄県南大東島は , 沖縄島から東に約 360 km の
地点に位置する島であり , 大東諸島内で最大の
面積を誇る ( 南大東村 1990). 南大東島の昆虫相

は貧弱であり ( 清水 2003), カマキリ目 Mantodea
に お い て は , チ ョ ウ セ ン カ マ キ リ Tenodera 
angustipennis Saussure, 1869 とハラビロカマキリ
Hierodura patellifera (Audinet-Serville, 1839) が記
録された程度である ( 東 1989; 岡田 2001; 佐々
木 2002; 中峰 2016, 2020).

ス ジ イ リ コ カ マ キ リ Statilia nemoralis 
(Saussure, 1870) は , 東南アジアから南アジア各
地にかけて広く分布する中型種である . 国内に
おける本種の分布域は , かつては先島諸島に限
られていたが , 1997 年以降に沖縄島各地に拡大
したとされている ( 杉本 2014). 近年の調査によ
って , 沖縄諸島や宮古諸島の島々からその分布
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図 1. 南大東島で得られたスジイリコカマキリ成虫 ♀. スケール : 10 mm.
Fig. 1. Adult female of Statilia nemoralis (Saussure, 1870) from Minami-daito-jima Island. Scale bar: 10 mm.



が報告され ( 青柳 2015; 大島 2017, 2018; 大島 ･
瑤寺 2019, 大島ら 2020), 2019 年には鹿児島県沖
永良部島からも見つかった ( 大島 ･ 瑤寺 2020). 
しかし , 大東諸島からは本種の記録はない .

今回 , 著者の柳澤と大北は , 南大東島での調
査中にスジイリコカマキリを得たため , 同島か
ら初めて報告する . 標本は乾燥標本とし , 東京
農業大学昆虫学研究室 (LETUA: Laboratory of 
Entomology, Tokyo University of Agriculture) に収
蔵されている .

記録

Statilia nemoralis (Saussure, 1870)
スジイリコカマキリ
( 図 1, 2)

調 査 標 本 . 1 成 虫 ♀ (LETUA-IC-2022-00193), 
10. XI. 2022, 沖 縄 県 島 尻 郡 南 大 東 村 旧 東 
(25.8402026, 131.2448279), 柳澤静磨 ･ 大北祥太
朗採集 .
国内の既知分布 . 沖永良部島 , 沖縄島 , 伊平

屋島 , 伊是名島 , 伊江島 , 久米島 , 宮古島 , 池間
島 , 来間島 , 石垣島 , 西表島 , 竹富島 , 黒島 , 与
那国島 ( 岡田 2001; 佐々木 2002; 青柳 2015; 中
峰 2016, 2020; 大島 2017, 2018; 大島 ･ 瑤寺 2019, 
2020; 大島ら 2020).
採集状況 . 路上 ( 図 3) にて死亡していた個体

が夜間に得られた . ほぼ全身が損傷しており , 

体液で路上に張り付いていたことから , 本個体
はロードキルされた可能性が高い . また , 死後
硬直やスカベンジャーによる分解が進んでいな
かったため , 死亡して間もなかったと考えられ
る .
備考 . スジイリコカマキリは , 前脚腿節内側

の内刺列基部の黒紋が帯状に繋がること , 雄交
尾器の擽器が太くかつ先端に向かって尖るこ
と , 雌生殖器の生殖葉が逆 T 字型に角質化する
ことで国内に産する近縁種と識別できる ( 岡田 
2001; 中峰 2016; 大島 2021). ただし , 緑色型の個
体では前脚腿節の黒紋が繋がらないことが多く 
( 中峰 2016), また , 3 齢以下の若虫ではこの特徴
は現れない ( 大島 2017) ため , 上記の個体にお
ける同定には注意が必要である . 今回得られた
標本は , 前脚腿節の黒紋 ( 図 2A) と生殖葉 ( 図
2B) の特徴が , スジイリコカマキリと同定され
た標本の特徴と一致したため , スジイリコカマ
キリと同定した .

謝辞

東京農業大学昆虫学研究室の石川忠教授には , 
標本の受け入れについてご助力いただいた . こ
こに深く御礼申し上げる .

引用文献

青柳克 , 2015. 沖縄 ･ 宮古諸島における直翅系昆

30 [Record] Oshima et al: Statilia nemoralis from Minami-daito Island.

図 2. 南大東島で得られたスジイリコカマキリ成虫 ♀. A: 前脚腿節の黒紋 . B: 生殖葉 . スケール : 1 mm.
Fig. 2. Adult female of Statilia nemoralis from Minami-daito-jima Island. A: profemoral black markings. B: epigynal 
lobe. Scale bars: 1 mm.
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図 3. 南大東島におけるスジイリコカマキリの採集地 ( 柳澤静磨撮影 ).
Fig. 3. Collection site of Statilia nemoralis on Minami-daito-jima Island (Photograph by S. Yanagisawa).

31[ 記録 ] 大島ら : 南大東島産スジイリコカマキリ .
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Abstract. A single adult female of Statilia nemoralis 
(Saussure, 1870) was collected on Minami-daito-
jima Island for the first time. It is still uncertain 
whether S. nemoralis has been established on this 
island, as only one adult specimen has been found 
from this island.
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